
東京・講演会のお知らせ 

ＪＳＣ療法プレゼンテーション 

無意識睡眠時・何が？・・ 
「Unconsciousness ＥＰＴ ＪＳＣ」 
２０１１年９月１１日（日） 午後１時開講 

睡眠時の歯牙破壊 
患者は、何故自分で噛み合わせを壊す大変な作業をするのか？・・ 
   

 

 

 

                                    

 

身体に優しい歯科治療 
アンチエイジングと予防医療を求める時代の到来 
人を大切にすることが最優先 経営を優先すると益々寂しくなる 
無意識下の歯対歯の崩壊にかかわる原因追求から、歯の治療が始まる。 
これからは、歯の噛み合せを知らないと クレーマーが喜ぶ。 
    

＜講演会プログラム＞ 
受付 開始 １３：００  挨拶１３：３０  佐伯 

 第１部 １３：４０分   （歯科医師）  池田晋一 
    自分の治療体験と親知らず（３年仕事できずに治療後復帰） 

 第２部 １４：２０分  （歯科医師の立場から）井上玲奈 
自分の治療体験 かみ合わせ治療の臨床   

 第３部  １５：００  （人工歯を作る立場から） 小林高志 
    治療の最終形の目的と総義歯の咬合を再認識 

 第４部  １５：２０  （整体師の立場から） 佐伯健太郎 
    無意識呼吸のエネルギーによる頭蓋骨の歪みを改善する 

 質問   １６：００ 
    受講してみて解った事を現在研修中の先生方の意見を聞いてみましょう。 

 閉会   １７：００ 



 ストマトロジー療法が見える 
＜展示物＞ 

ストマトロジ―咬合器 ・ナイトデンチヤー ・時間差 2 点ピポット 
 噛み合せマンガ・その他  下顎前方呼吸位のトラブル解析模型   

睡眠時無意識下を許容する総義歯の排列  
 
＜費 用＞  プレゼンテーション  ５０００円（税込み） 
＜日 時＞  ９月１１日日曜日１３時より  ３時間 
＜場 所＞  東京八重洲センター412 号室  東京駅より徒歩３分 
＜問い合わせ先＞ （有）AJS  HUUUUUUUhttp://kamiawaseonly．jp UH  
        埼玉県さいたま市西区指扇３５８７－５ 
  TEL０４８－６２１－４０５５  担当 山田 
年間を通した研修スケジュールと費用・その他は研修申し込みにより送付いたします。電話・携帯には 

こちらから本人確認等の連絡をさせていただく場合がございますので改めてご了承願います。 

提供いただきました個人情報につきましては、当会より「噛み合せ」に関する連絡以外には使用いたしま

せん。 

＜受講料振込先＞ 銀行口座  みずほ銀行浦和支店 普通１６４４７８８ 

振込み口座名 有限会社 ＡＪＳ 入金後の返却はいたしかねますのでご了承ください。 

＜受講料＞ 当日可能 

U受講申込書 UU U FAX ０４８-６２２－０２５１ 

印 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お名前  勤務先  

ＴＥＬ  携帯  

ＦＡＸ 〒 Email  

住 所  ＨＰ  



年間定期研修と訪問研修の一体化（提案） 
 

 入り口はソフトランディングで ？・・ 
 年間通した研修は「噛み合せ治療が出来る」を作る 
 差別化と疑問の原点を探る  とことん理解を 

 治療の過程で其の患者の、最終目標と補綴が見えてくる 

 

＜ストマトロジー 研修の特徴＞ 
研修を受けて ＜歯科治療の答えを見出す研修内容＞ 

1. 頭蓋骨を構成する 歯の位置と咬合バランスとは ？・・ 
2. 咬合を壊した力の原因は、又、どんなエネルギーなのか ？・・ 
3. 力の原始となる口筋のメカニズムは、どうなっているのか ？・・ 
4. 無意識下の噛み締め筋肉記憶は、昼の口筋運動影響の不思議 ？・・・ 
5. 筋肉を動かす梃子の原理が、頭蓋骨に与える力のバランスとは ？・・ 
6. 下顎の運動路が、咀嚼運動と呼吸の確保にどう影響をもたらすか ？・・ 
7. 咬合高径の決め方は、人により異なる、総義歯を含む基準と見つけ方 ？・・ 

 
  一般研修会＋訪問研修会 違いと新しい歯科研修の流れ 

 
 

 呼吸による噛み合せで歯牙が破壊されたトラブルが原因で歯科治療をする

歯が、何パーセントになるか ?・・噛み合せによる不定愁訴の原因と対処

法を解明すると歯科治療が楽しくなり、体の不定愁訴の改善に繋がる 
 

    

＜臨床研修＞ 自己の身近な歯科治療環境の中で 身近な人の治療臨床で評価をもらい 
理論だけでない「装置調整」を含めた実践の訪問研修を行っています。 
その結果は無理なく臨床治療の中に手法を組み込める研修方法として諸先生方に 
静かな評価を受けています。 

講演会 研修会 


